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青 少 年 活 動 部 会 事 業青 少 年 活 動 部 会 事 業
●遊ingスクエアの開催�
毎年5月に開催される「生涯学習フェス
タ」（勤労者体育館・青少年ホーム）にて、
様々な遊び（カプラやけん玉等）の提供
や活動備品事業の展示およびＰＲを行っ
ています。

●活動備品貸出事業�
青少年の体験活動を促進するため、活動備品 の貸出をしてます。
○利用の範囲
　�利用することができるかたは、三郷市青少 年育成市民会議会員及び、三
郷市内で営利を目的としない青少年活動を 行う団体及び個人です。

○利用の期間
　原則として１週間以内です。
○利用の申込
　�市民会議事務局の三郷市教育委員会青少年 課（三郷市青少年ホーム）に
利用申請をしてください。

○損害賠償
　�利用者は、故意又は重大な過失により活動 備品を損傷し、又は亡失した
ときは、会長の指示に従いこれを原形に復 するか又はその損害を賠償し
ていただきます。
○活動備品の指導者派遣について
　�活動備品を利用してみたいが使用方法を分 からない場合は、指導者を派
遣し、利用する上でのお手伝いができる場 合があります。青少年課にご
相談ください。（例：もちつき大会など）

●青少年の体験活動事業�
青少年の関係団体が主催する事業に連携
し、青少年の様々な体験イベントを行っ
ています。
平成30年度は三郷市子ども会育成連絡
協議会主催の「みこいく祭り」に出展し、
「火起し体験」を行いました。

右のＱＲコードから
備品目録にアクセス
できます。
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青 少 年 活 動 部 会 事 業青 少 年 活 動 部 会 事 業 ●青少年育成者研修事業�
青少年育成者・指導者として必要な知識や技術の習得
とともに、参加者相互の親睦と交流を深めるために研
修会を行っております。
平成30年度は越谷市レクリエーション指導者協議会の
講師をお招きし、レクリエーションのレパートリーを
増やす講習を行いました。

なお、平成30年度から新たな試みを模索しております。
詳しくは４ページをご覧ください。

●研修生派遣事業�
青少年や青少年の育成者・指導者の資質向上を支援す
るために、各種研修会などへの参加について補助を行
っています。
１　派遣研修対象者　�青少年活動者、青少年育成者、青

少年活動育成指導者を目指すかた
２　助成の対象事業　�野外教育活動、自然体験活動、ス

ポーツ・レクリエーション活動、
社会福祉活動、ボランティア活動、
団体運営、組織運営などをテーマ
に組織的に行われる研修事業

３　研修の助成額　　①�受講料が１万円以下の場合は、
全額

　　　　　　　　　　②�受講料が１万円を超える場合
は、１万円を超える額の２分の
１を１万円に加算した額で、限
度額は２万円

　過去には、バドミントン協会指導員になるための養
成講習会の受講料を助成したことがあります。

●活動備品貸出事業�
青少年の体験活動を促進するため、活動備品 の貸出をしてます。
○利用の範囲
　�利用することができるかたは、三郷市青少 年育成市民会議会員及び、三
郷市内で営利を目的としない青少年活動を 行う団体及び個人です。

○利用の期間
　原則として１週間以内です。
○利用の申込
　�市民会議事務局の三郷市教育委員会青少年 課（三郷市青少年ホーム）に
利用申請をしてください。

○損害賠償
　�利用者は、故意又は重大な過失により活動 備品を損傷し、又は亡失した
ときは、会長の指示に従いこれを原形に復 するか又はその損害を賠償し
ていただきます。

○活動備品の指導者派遣について
　�活動備品を利用してみたいが使用方法を分 からない場合は、指導者を派
遣し、利用する上でのお手伝いができる場 合があります。青少年課にご
相談ください。（例：もちつき大会など）
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●平成30年度青少年育成者研修新規事業�
　平成31年２月17日（日）に、新たな試みの第１歩として、「次代を担う若者の
船の会」と「Ｒ＆Ｌ」（子ども司書のＯＢ・ＯＧ団体）がコラボしたワンデイイ
ベント「絵本の楽しさを知ろう」が行われました。

　目的は読み聞かせを通して絵本の楽しさを伝えることや若
い世代が活動する場の提供と青少年グループの活動活性化に
つなげる機会とすることなどです。

　青少年ホームに集まった幼児の親子は、「Ｒ＆Ｌ」のお兄さ
ん・お姉さんに大型絵本（①おおきく　おおきく　おおきく
な～れ、②へんしんトンネル、③ごきげんのわるいコックさ
ん）を読んでもらいました。子どもたちは絵本に集中し、お
兄さん・お姉さんとことばのキャッチボールをしながら、歓
声をあげて楽しんでいました。

　その後、ミサトジュニアリーダースクラブが中心となり、
「猛獣狩りにいこう」「キャッチ」などのレクリエーションを
行い、お腹も空いた頃、「次代を担う若者の船の会」のバーベ
キュー、ライスバーとフランクフルトに舌鼓をうち、親睦も
深まりました。

　このように、コラボ事業には若い世代の活動する場、青少
年グループの活動活性化につながるいろんな要素が入ってい
て、一団体で行う活動とは違った幅広さがあり、今後のさら
なる発展が望まれるところです。

市民会議「ねこの手団」募集中です。
★ねこの手団とは？
　市民会議（青少年活動部会）が行う際に、一緒に活動を
　手伝ってくださる方を募集しています。
★団員の対象は？？？
　中学生以上で活動の目的にご賛同いただければどなたでも！
　ボランティア活動経験の有無は問いません。
★活動の仕方は？
　�いつでも登録することができ、登録していただいた方には、イベントが決まった際に、メールも
しくは郵便でお知らせします。
　�ご都合がよろしい場合はぜひご参加ください。なかなか参加出来なくても負担に思わないでくだ
さい。また、次回のご連絡をおまちください！！
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  プログラム
【青少年の主張発表】
　《小学生の部》
　　「勇気から生まれた真のチームワーク」…………………………………… 幸 房 小 学 校　寺脇　愛乃
　　「みんなが住みやすい社会へ」……………………………………………… 前 谷 小 学 校　大野　真寛
　　「言葉のかべをこえて」……………………………………………………… 前 谷 小 学 校　夏　　弘迪
　　「一歩前へ」…………………………………………………………………… 彦 成 小 学 校　篠田　結衣
　　「命のブレーキ」……………………………………………………………… 彦 糸 小 学 校　後藤　未来
　《中学生の部》
　　「小さな人間から輝く人間へ」……………………………………………… 北 中 学 校　石橋　菜子
　　「私の親友から学んだこと」………………………………………………… 栄 中 学 校　櫻井　陽菜
　　「江戸時代から続く日本の文化」…………………………………………… 彦 成 中 学 校　木村　麻祐
　　「伝えるあいさつ」…………………………………………………………… 彦 成 中 学 校　仁美　美月
　　「虹色の社会を目指して」…………………………………………………… 前 川 中 学 校　笠井　虹来
　　「歌を届けて『武器』を『楽器』に」……………………………………… 瑞 穂 中 学 校　伊藤　　諒
　　「夢に近づくために」………………………………………………………… 早稲田中学校　内田　琉士

【活動発表】
　・ギター伴奏によるボーカルアンサンブル「家族になろうよ」

………………埼玉県立三郷工業技術高等学校　合唱部
　・豊かな体験活動発表「ダンシング・ヒーロー」「リメンバ－・ミー」「ひまわりの約束」

………………金管楽器演奏・バトンダンス演技　三郷市立彦成小学校
　・市内各中学校代表生徒による「いじめ撲滅宣言」発表
　・和太鼓「豊屋」の子ども達による演奏

【司会】………………………………………………………………………………ミサトジュニアリーダースクラブ

みさと子どもフォーラム 2018みさと子どもフォーラム 2018
　「みさと子どもフォーラム」は、青少年たちが日常生活の中で強く感じていることや考えていることを、広く市
民の皆さまに知っていただくために、毎年秋ごろに開催しています。高校生による活動発表や、小・中学生によ
る青少年の主張、豊かな体験活動発表、「家庭の日」ポスターコンクールの表彰などを行っています。

子どもフォーラム2018　概要

【日時】　平成30年11月18日（日）
　　　　午後１時より開演

【場所】三郷市文化会館　小ホール
【共催】三郷市青少年育成市民会議
　　　 三郷市教育委員会

【来場者数】524名
活動発表（三郷工業技術高等学校）

和太鼓「豊屋」の子ども達による演奏彦成小　豊かな体験活動発表

青少年の主張大会

「家庭の日」ポスターコンクール表彰
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「家庭の日」「家庭の日」ののポスターコンクールポスターコンクール
　親子や家族のふれあい、地域の暮らしをテーマにした「家庭の日」ポスターコンクールを
実施し、入賞作品を「みさと子どもフォーラム 2018」において表彰状の授与を行いました。

第23回
三郷鳰

におどり

鳥ライオンズクラブ
青少年善行賞表彰

◆ 優秀賞

◆ 優良賞

◆ 最優秀賞
「幸せいっぱい家族の笑顔」

瑞木小学校　浜本 侑那

「
家
族
の
絆
」

前
川
中
学
校　
阿
藤 

み
ゆ
な

◆ 優良賞
「花火は家族のようにあったかいな」

鷹野小学校　須賀 向日理

◆ 優秀賞
「ファミリーマラソンがんばるぞ」

前谷小学校　益子 美海

◆ 最優秀賞
「ひまわりばたけへようこそ」

戸ヶ崎小学校　三瓶 ひより

◆ 優良賞◆ 優良賞
「早起きして、かぶと虫探し」

前間小学校　古山 陽大

◆ 優良賞

◆ 優良賞
「家族の願い、家族の幸せ」

前川中学校　斉藤 大馳

「
み
ん
な
大
好
き
だ
よ
」

丹
後
小
学
校　
大
野 

な
な
み

「
富
山
の
み
ん
な
全
員
集
合
!!
」

鷹
野
小
学
校　
鈴
木 

理
子

「
か
ぞ
く
で
に
こ
に
こ
」

彦
糸
小
学
校　
加
納 

伊
純

小学校高学年の部

小学校低学年の部

中学生の部

　平成31年2月9日（土）三郷鳰鳥ライオンズク
ラブによる第23回青少年善行賞表彰状授与式が
三郷市文化会館小ホールにおいて行われました。
　地域の中で息づいているひとつひとつの思い
やりの心を見せてくれた16団体と個人74名が
表彰されました。

三郷鳰鳥ライオンズクラブ　TEL 048（952）8180

◆ 最優秀賞
「ありがとう」

北中学校　須藤 美羽

◆ 優秀賞「
家
庭
の
日
」

栄
中
学
校　
徳
田 

千
紘
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三郷市青少年育成市民会議の活動三郷市青少年育成市民会議の活動

わたしたちは市民会議に参加しています。わたしたちは市民会議に参加しています。
○小学校長会
○中学校長会
○市内高等学校長代表
○埼玉県立三郷特別支援学校
○生徒指導特別委員会
○南中学校区地域青少年育成会
○北中学校区地域青少年育成会
○栄中学校区地域青少年育成会
○彦成中学校区地域青少年育成会
○彦糸中学校区地域青少年育成会
○前川中学校区地域青少年育成会
○早稲田中学校区地域青少年育成会

○瑞穂中学校区地域青少年育成会
○三郷市子ども会育成連絡協議会
○三郷市青少年相談員協議会
○ミサトジュニアリーダースクラブ
○三郷市婦人連絡協議会
○市内高等学校PTA役員連絡協議会
○三郷市PTA連合会
○埼玉県立三郷特別支援学校PTA
○三郷市次代を担う若者の船の会
○三郷市スポーツ少年団
○三郷市体育協会
○三郷市レクリエーション協会	

○三郷市スポーツ推進委員連絡協議会
○早稲田地区スポーツ・レクリエーション委員会
○戸ヶ崎地区スポーツ推進委員会
○高州・東町スポーツ・レクリエーション委員会
○彦成地区スポーツ推進委員会
○新三郷地区スポーツ推進委員会
○ボーイスカウト三郷連絡協議会
○三郷市青少年育成推進委員協議会

○個人正会員
○個人賛助会員
○団体賛助会員

全体事業
●みさと子どもフォーラム
●地域育成・子育て応援部会合同研修会
地域育成部会
●８中学校区地域青少年育成会情報交換会
　�　地域の大人が地域の子どもを見守ることは非常に重要な
ことです。８中学校区の各育成会の取り組みを中心に情報
交換を行うとともに、部会事業の企画・実施に向けた話し
合いを行っています。
●「こども１１０番の家」運営・維持
　�　子どもが身の危険を感じた時すぐに飛び込める「こども
110番の家」の設置推進を継続して行っています。犯罪防
止の効果もありますので、今後も皆さまのご協力をお願い
します。
●見守りボランティア
●青少年の非行・被害防止、子ども・若者育成支援啓発活動
　�　年２回、市民の皆さんに青少年健全育成について考えて
いただくため駅前や大型商店街店頭、イベント会場でチラ
シや啓発物を配布しています。

スポーツ・レクリエーション部会
●ファミリーバスハイク
　�　親子で同じ遊びをして、たくさん運動してたくさん話す
機会を作るために、ファミリーウォークラリーなどを開催
しています。

青少年活動部会
　今回の特集でとりあげております。
　２ページから４ページをご覧ください。
子育て応援部会
●「親の学習」講座
　�　教育の原点である家庭の教育力向上を目指して、埼玉県
「親の学習」プログラムを活用した講座を開催しておりま
す。参加者が話し合いをするなどして、主体的に学ぶ参加
型の学習です。赤ちゃんから高校生を持つ保護者のほか、
中学生、高校生など近い将来親となる生徒を対象に「いつ
でも・どこでも・誰でも」をモットーに実施しています。
●ファシリテーター研修会・実践発表会・講演会
　�　年間の「親の学習」講座の取組と成果、課題と展開を発
表し、ならびに講演会を開催し、広く市民に啓発し、青少
年の健全育成を推進しています。
●子育て相談
広報啓発部会
●広報「そよかぜ」の発行
　�　毎年５月・11月（増刊号）に発行し、下記の公共施設
にて配布しています。

　�市役所市民ホール、青少年ホーム、勤労者体育館、北公民
館、早稲田図書館、北部図書館、文化会館、鷹野文化セン
ター、高州地区文化センター、彦成地区文化センター、東
和東地区文化センター、総合体育館、高州地区体育館、コ
ミュニティセンター、瑞沼市民センター、世代交流館ふれ
あいパーク、北児童館、早稲田児童センター、南児童セン
ター、ピアラシティ交流センター

　青少年育成市民会議は、「青少年の健全な育成をめざす、団体と個人の連合組織」です。
　青少年の健全育成は、市民全員の願いであり、また責務でもあります。地域の子どもは地域の大人で見守っていかなけれ
ばなりません。そこで市民総ぐるみで「青少年の健全育成をめざす市民運動」を盛り上げる推進母体として、平成８年に、
市内の青少年団体、青少年育成団体、青少年健全育成活動を行う個人の参加を得て設立しました。
　私たち会員は、それぞれが所属している団体や、個人ではできない全市的な青少年の健全育成への取組を、ボランティア
で行っています。
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この印刷物は環境にやさしい「植物油インキ」を使用しています。

地域にはあなたを守ってくれる大人がたくさんいます。地域にはあなたを守ってくれる大人がたくさんいます。

　三郷市青少年育成市民会議では「子どもを見守る地域の輪」を
スローガンに、「見守りボランティア」の輪を広げ、児童・生徒
の登下校時の見守り活動などを実施し、安心・安全なまちづくり
に努めています。
　この見守り活動は平成16
年度から展開しており、現
在17,000名を超えるかたが
たに賛同していただき、活
動しています。

見守りボランティア活動見守りボランティア活動

　平成６年 4月、岐阜県で小学２年の児童が下校途中に殺害される事件が起こりまし
た。平成８年３月、それを教訓に同県内のＰＴＡが中心となり、警察・地域防犯協会
等と連携し、不審者や犯人から逃れるために駆け込んできた子どもたちの安全確保の
場所として、家庭、商店、事務所等に「子ども１１０番の家」を設置したのが始まり
です。
　三郷市でも平成９年度から、三郷市青少年育成市民会議が中心となり、地域の子ど
もは地域で守り、子どもたちが安心して暮らせる街づくりのために、設置を進めてお
ります。

　「子ども１１０番の家」の看板を見て、子どもが助けを求めてきた場合に、子どもた
ちを保護し、状況に応じて、子どもの家庭や学校等への連絡、救急車の手配等対応す
る「子ども１１０番の家」に協力いただける方を募集しております。
　また、「子ども１１０番の家」は、危険を冒してまでも不審者や犯人を追跡したり、
取り押さえたりするなどの対応を求めるものではありません。
　なお、この活動は「子ども１１０番の家」災害補償保険の対応となります。
　ご協力いただける方、お問い合わせは市民会議事務局まで
三郷市教育委員会　青少年課　　電話　０４８（９５３）１０４０

「子ども１１０番の家」とは「子ども１１０番の家」とは

「子ども１１０番の家」に「子ども１１０番の家」に
ご協力いただける方を募集しています。ご協力いただける方を募集しています。


